
（別紙３）

～ 令和8年6月30日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

～ 令和8年6月30日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

児童の成長や変化を職員間で共有し、発達段階に応じた支援
内容をさらに充実させる。

2

児童の意見や希望をより取り入れ、安心して楽しく過ごせる
環境づくりを進める。

3

情報共有や支援の振り返りをさらに充実させ、児童の成長に
合わせた継続的な支援につなげる。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

記録や申し送りを活用し、児童の様子や支援方法を確実に共
有する。必要に応じて職員間で振り返りを行う。

2

保護者が相談や意見を伝えやすい環境を整えるとともに、児
童の表情や行動から思いをくみ取り、本人の意思を尊重した
支援を行う。

3

研修や事例検討の機会を増やし、職員間で学んだことを共有
することで、児発・放デイそれぞれの支援に活かしていく。

児童一人ひとりの発達段階や特性に応じた支援ができてい
る。

児童発達支援では生活習慣や遊びを通した発達支援、放課後
等デイサービスでは学校生活や社会性、生活能力の向上を意
識し、個々に合わせた支援を行っている。

児童が安心して過ごせる環境づくりを大切にしている。 児童の気持ちや意思を尊重し、一人ひとりに合わせた声かけ
や関わりを心掛けている。個別活動と集団活動を取り入れて
いる。

職員間や保護者との連携を大切にしている。 日々の児童の様子や変化を職員間で共有し、家庭での様子な
ども踏まえながら支援を行っている。

職員の専門性をさらに高め、支援の質を向上させる必要があ
る。

児童の年齢や発達段階、特性が一人ひとり異なり、必要とさ
れる支援も多様であるため、職員が幅広い知識や支援方法を
身につける必要がある。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

職員間の情報共有や支援内容の統一について、さらに充実さ
せる必要がある。

児発と放デイでは年齢や発達段階、必要な支援が異なるた
め、職員間で共通理解を図る必要がある。勤務時間等により
情報共有が十分にできない場合もある。

児童や保護者の意見・希望を、より支援に反映していく必要
がある。

送迎時など限られた時間でのやり取りになることもあり、十
分に意見を聞く機会を確保できない場合がある。

令和7年7月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年7月23日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 キッズスペース翼　富田橋校

○保護者評価実施期間 令和7年7月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表
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